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第1日目 WEB発表　10月9日（金）　第1会場

一般演題1　「精神科救急」
9：00〜9：48

座長：佐藤　博俊（はりまやばし診療所）

1-1	 精神科救急入院料病棟を制限する診療報酬改定は不当である〜データに基づく議論と実績の	
公開の必要性について	 …………………………………………………………………………………110
中島　　直（医療法人社団新新会多摩あおば病院）

1-2	 民間救急とは何か？	 ……………………………………………………………………………………111
塩月　玲奈（医療法人静和会中山病院）

1-3	 精神科救急医療における患者移送に関する研究		
−東京都における民間救急患者移送についての聞き取り調査−	 …………………………………112
石川　純子（東京慈恵会医科大学医学部看護学科）

1-4	 近隣地域の精神科クリニックの緊急入院に対する、当院のホットラインの有用性について	 …113
冨田理紗子（清和会浅井病院）

シンポジウム1　「新型コロナウイルス感染症関連」 ＋オンデマンド

10：00〜12：00
座長：深見　悟郎（千葉県精神科医療センター）

S1-1	 精神科救急医療におけるCOVID-19対応について	………………………………………………… 44
深見　悟郎（千葉県精神科医療センター）

S1-2	 精神科救急におけるCOVID-19対策−国立病院機構・自治体立病院の取組	…………………… 46
來住　由樹（地方独立行政法人岡山県精神科医療センター）

S1-3	 コロナ禍におけるDPAT活動	 ………………………………………………………………………… 48
五明佐也香（獨協医科大学埼玉医療センター　救急医療科／ DPAT 事務局）

S1-4	 精神科病院における院内感染対策	 …………………………………………………………………… 49
鈴木　健一（地方独立行政法人静岡県立病院機構静岡県立こころの医療センター／
　　　　　　一般社団法人精神科領域の感染制御を考える会）

WEB発表プログラム
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ランチョンセミナー1
12：10〜13：10
統合失調症治療の新たな選択肢	〜ラツーダ臨床成績を中心に〜	………………………………………… 96
座長：佐藤　悟朗（医療法人社団更生会草津病院）
演者：松本　均彦（医療法人長尾会ねや川サナトリウム）
共催：大日本住友製薬株式会社

ランチョンセミナー3
13：20〜14：20
精神科病棟における感染対策（COVID-19も含めて）	……………………………………………………… 98
座長：須藤　康彦（医療法人須藤会土佐病院）
演者：中村　　祐（香川大学医学部　精神神経医学講座）
共催：Meiji Seika ファルマ株式会社

次回大会 会長挨拶
15：10〜15：20

会長講演 ＋オンデマンド

15：20〜16：10
発現機序に基いた認知症の行動・心理症状に対する治療	−精神科救急の視点も含めて−	…………… 40
演者：數井　裕光（高知大学医学部　神経精神科学講座）

シンポジウム2　「精神科救急と高規格病棟 ～現状とあり方、その役割について～」 ＋オンデマンド

16：20〜18：20
座長：澤　　　温（社会医療法人北斗会さわ病院）
　　　藤田　　潔（医療法人静心会桶狭間病院　藤田こころケアセンター）

S2-1	 精神科医療のフルラインアップ化について	
〜高規格病棟から地域ケアへのシームレスな医療提供体制の構想〜	 …………………………… 52
杉山　直也（公益財団法人復康会沼津中央病院）

S2-2	 複数の病棟を有し上限超となる病院の立場から	 …………………………………………………… 53
佐藤　悟朗（医療法人社団更生会草津病院）

S2-3	 政策担当者として精神科の救急・急性期を担う病棟の在り方や求められる役割について	 …… 54
友利　久哉（厚生労働省　社会・援護局障害保健福祉部　精神・障害保健課）

S2-4	 精神障害にも対応した地域包括ケアにおける精神科救急・急性期医療の役割	 ………………… 55
藤井　千代（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所　
　　　　　　地域・司法精神医療研究部）
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一般演題7　「依存・リハビリ・その他」
18：30〜19：18

座長：峯瀬　正祥（高知県立あき総合病院　精神科）

7-1	 当院おける24時間電話相談の実施について	〜現状と今後の課題〜	 ……………………………160
山西　麻美（社会医療法人あいざと会藍里病院）

7-2	 スーパー救急病棟における身体拘束患者の深部静脈血栓症についての後方視的調査	 …………161
小林　秀諒（成増厚生病院）

7-3	 高照度光療法の光源に含まれる紫外線の効果と影響	 ………………………………………………162
小池　好久（県立広島大学保健福祉学部　作業療法学科）

7-4	 リハビリテーションが効果的であったうつ病の一例	 ………………………………………………163
細川三英子（医療法人おくら会藤戸病院）

一般演題9　「調査・災害支援」
19：30〜20：30

座長：吉本啓一郎（特定医療法人一条会渡川病院）

9-1	 精神科診療所からの入院依頼の受け入れ状況について	〜高知市内7診療所からの報告〜	……180
佐藤　博俊（はりまやばし診療所）

9-2	 外来リハに通院する発達障がい児の特性とGISを用いたCovid	19リスク下における	
避難所収容可能人数の検討	 ……………………………………………………………………………181
加賀野井聖二（医療法人おくら会芸西病院／高知大学大学院総合人間自然科学研究科　
　　　　　　　博士課程医学専攻）

9-3	 千葉県における外国人措置入院患者の実態	 …………………………………………………………182
中西　健太（社会医療法人北斗会さわ病院）

9-4	 精神科救急入院料1算定の時間外件数増加対策とその効果について	 ……………………………183
正木　慶大（公益財団法人浅香山病院　精神科）

9-5	 精神科救急医療ニーズの多様化に向けた医療の質向上と医療提供体制の最適化に資する研究	…184
塩澤　拓亮（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所　地域・司法精神医療研究部／
　　　　　　東京都立大学大学院人間健康科学研究科　看護科学域）
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第1日目 WEB発表　10月9日（金）　第2会場

開会の辞
8：55〜9：00

一般演題2　「措置・制度」
9：00〜10：00

座長：澤田　　健（高知医療センター　こころのサポートセンター）

2-1	 司法との連携が望ましいと考えられた症例の検討	 …………………………………………………116
三宅　康裕（京都府立洛南病院）

2-2	 新型コロナウイルスCOVID-19の発生初期の措置入院の受け入れについて	……………………117
髙木　清司（国分病院）

2-3	 臨床領域に対するpythonの機械学習モデルを用いたアプローチの模索…………………………118
嶋田　圭甫（多摩総合医療センター／小児総合医療センター）

2-4	 誇大妄想による交通事故で多発骨折した多数の入院歴がある統合失調感情障害患者に	
再発予防を期待して持効性注射薬を導入した一例	 …………………………………………………119
舟橋　孝太（藤田医科大学医学部医学科　精神神経科学）

2-5	 救急入院料病棟の問題点	 ………………………………………………………………………………120
澤　　　温（社会医療法人北斗会さわ病院）

一般演題3　「チーム医療」
10：10〜10：58

座長：赤松　正規（高知大学医学部　神経精神科学講座）

3-1	 当院アウトリーチセンターの「支援者支援」について	………………………………………………124
牧野　　聡（千葉県精神科医療センター　生活療法科）

3-2	 精神科病院におけるコードブルー訓練について		
〜コメディカルスタッフや患者参加型の意義についての一考察〜	 ………………………………125
中嶋　美香（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）

3-3	 ACTを行う診療所でのクライシス対応	………………………………………………………………126
渡邉真里子（ちはや ACT クリニック）

3-4	 青年期対象の治療プログラム導入とその経過について	 ……………………………………………127
中園　　明（のぞえの丘病院）
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一般演題4　「急性期・身体合併症」
11：10〜11：58

座長：橋詰　　宏（医療法人おくら会藤戸病院）

4-1	 精神科救急病棟入院患者の自覚的睡眠、他覚的睡眠（看護師による観察）と	
客観的睡眠（簡易脳波計の記録）の比較	………………………………………………………………130
文　　鐘玉（公徳会佐藤病院　精神科／慶應義塾大学医学部　精神神経科）

4-2	 幻覚妄想状態への初回治療にオープンダイアローグを用いた一例	 ………………………………132
河上　真人（独立行政法人国立病院機構花巻病院）

4-3	 精神疾患を疑われ紹介入院後に身体疾患が見つかった患者群	 ……………………………………133
諸隈　陽子（一陽病院）

4-4	 抗精神病薬の中止中に多飲症・水中毒を発症した老年期精神病性障害の1例	 …………………134
長濱　道治（島根大学医学部　精神医学講座）

ランチョンセミナー2
12：10〜13：10
急性期治療を再考する	−都立松沢病院における拘束削減とその先にあるもの−	……………………… 97
座長：來住　由樹（地方独立行政法人岡山県精神科医療センター）
演者：今井　淳司（東京都立松沢病院　精神科）
共催：大塚製薬株式会社

ランチョンセミナー4
13：20〜14：20
救急医が精神科医になったらこうなった		
〜精神科ドクターカーによる新たなプレホスピタルケアとDPATへの取り組み〜	 …………………… 99
座長：澤　　　温（社会医療法人北斗会さわ病院）
演者：関口　秀文（医療法人高柳会赤城病院）
共催：オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

INARSコース紹介 ＋オンデマンド

15：10〜15：40
INARSコース（心停止回避コース）紹介	……………………………………………………………………… 90
演者：大森　教成（伊勢赤十字病院　救急部）
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一般演題5　「精神科看護・症例」
16：20〜17：20

座長：藤戸　良子（高知大学医学部　神経精神科学講座）

5-1	 ジル・ドゥ・ラ・トゥーレット症候群の思春期患者への看護		
〜力動的チーム医療から見えてきた看護のあり方〜	 ………………………………………………137
飯星　貴宏（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）

5-2	 人を信じることができず心を閉ざしていた患者へのアプローチ	 …………………………………138
吉浦久美子（のぞえの丘病院）

5-3	 隔離拘束処遇を受ける患者の環境改善に向けた取り組み	
患者-看護師間における関係性の考察	…………………………………………………………………139
中辻　行雄（地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪精神医療センター）

5-4	 早期退院が困難と見込まれた患者への医療チームでの関わりと退院支援	 ………………………140
角一　美咲（地方独立行政法人岡山県精神科医療センター）

5-5	 休日・夜間の電話相談からオープンダイアローグを導入した一症例	 ……………………………141
須藤　晶子（独立行政法人国立病院機構花巻病院）

一般演題6　「新型コロナウイルス感染症1」
17：30〜18：42

座長：高橋　秀俊（高知大学医学部　寄附講座児童青年期精神医学）

6-1	 クロザリルグループの役割について	−コロナ対策から生まれたグループの成長−	……………150
中島　幸良（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）

6-2	 G-TEPによる遠隔・セルフケアの可能性と課題	
−COVID-19含む災害メンタルヘルスのためのネットワークの力	………………………………151
益田　　充（日本赤十字社和歌山医療センター　外傷救急／外科／精神科／
　　　　　　国際医療救援登録要員）

6-3	 ERから始まる平時の「こころのケア」体制が、災害時にもコロナ対応にも活用できる！		
〜さまざまな「心の壁」を打ち破って〜	………………………………………………………………152
益田　　充（日本赤十字社和歌山医療センター　外傷救急／外科／精神科／
　　　　　　国際医療救援登録要員）

6-4	 精神科病院における新型コロナウィルス感染対策	 …………………………………………………153
津野　宏明（一陽病院）

6-5	 COVID-19入院患者の隔離状況下での精神状態の影響について	…………………………………155
塚本　　亮（兵庫県立尼崎総合医療センター　精神科）

6-6	 新型コロナウイルス感染に対するDAPT活動に参加して		
−活動報告と今後の課題についての一考察−	 ………………………………………………………157
中路　敬朗（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）
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一般演題8　「新型コロナウイルス感染症2」
18：52〜20：04

座長：中澤　宏之（医療法人つくし会南国病院）

8-1	 電話相談窓口に寄せられる新型コロナウィルス感染症に関する相談の分析から		
相談者のこころの問題と相談窓口の課題	 ……………………………………………………………173
大神那智子（特定非営利活動法人メンタルケア協議会）

8-2	 COVID-19に関する妄想で食思不振による体重減少をきたし緊急入院となった一例	…………174
三浦　耕人（大阪大学大学院・医学系研究科　精神医学教室）

8-3	 COVID-19に関する愛知県精神医療センターでの対応	……………………………………………175
羽渕知可子（愛知県精神医療センター）

8-4	 高知県高岡郡日高村教育委員会のCOVID-19にかかる休校中（新型コロナ休校）の	
こころのケアの取組	 ……………………………………………………………………………………176
惣田　聡子（高知大学医学部　神経精神科）

8-5	 群馬県の精神科医療と2020年春の「新型コロナ騒動」		
−基幹災害拠点病院の有床総合病院精神科から−	 …………………………………………………177
大舘　太郎（前橋赤十字病院　精神科）

8-6	 新型コロナ感染症が精神科救急に及ぼした影響	 ……………………………………………………178
鹿沼　清香（医療法人社団成仁病院）
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第2日目 WEB発表　10月10日（土）　第1会場

モーニングセミナー1
9：00〜9：50
高齢者のうつを見逃さない		初期症状〜治療のタイミング	…………………………………………………106
座長：上野　修一（愛媛大学大学院医学系研究科　精神神経科学）
演者：中村　　祐（香川大学医学部　精神神経医学講座）
共催：武田薬品工業株式会社／ルンドベック・ジャパン株式会社

シンポジウム3　「認知症（BPSD）の精神科救急」 ＋オンデマンド

10：00〜12：00
座長：兼行　浩史（地方独立行政法人山口県立病院機構山口県立こころの医療センター）
　　　中澤　宏之（医療法人つくし会南国病院）

S3-1	 認知症（BPSD）と精神科救急−BPSDと薬物治療の観点から	 …………………………………… 58
上村　直人（高知大学医学部　神経精神科学講座）

S3-2	 認知症患者の入院治療	 ………………………………………………………………………………… 59
小川俊一郎（一般財団法人創精会松山記念病院）

S3-3	 認知症におけるリスク管理	 …………………………………………………………………………… 60
埴原　秋児（長野県立こころの医療センター駒ヶ根／信州大学医学部　地域精神医療学講座）

S3-4	 クリニックでのBPSD対応・家族支援の効果	 ……………………………………………………… 61
松本　一生（松本診療所（ものわすれクリニック））

ランチョンセミナー5
12：10〜13：10
急性期統合失調症の新たな治療選択肢		
〜世界初の経皮吸収型抗精神病薬ロナセンテープの位置づけ〜	 …………………………………………100
座長：杉山　直也（公益財団法人復康会沼津中央病院）
演者：藤田　　潔（医療法人静心会桶狭間病院藤田こころケアセンター）
共催：大日本住友製薬株式会社

ランチョンセミナー7
13：20〜14：20
統合失調症治療における持続性抗精神病薬注射薬剤の位置づけ	 …………………………………………102
座長：伊豫　雅臣（千葉大学大学院医学研究院　精神医学）
演者：村上　　忠（医療法人赤城会三枚橋病院）
共催：ヤンセンファーマ株式会社
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ランチョンセミナー9
14：30〜15：30
双極Ⅱ型障害の抑うつエピソードの薬物療法	〜エビデンスと治療ガイドラインから〜	………………104
演者：山田　和男（東北医科薬科大学病院　精神科）
共催：吉富薬品株式会社／共和薬品工業株式会社

シンポジウム5　「南海トラフ地震／災害精神医療」 ＋オンデマンド

15：40〜17：40
座長：山﨑　正雄（高知県立精神保健福祉センター）
　　　大塚耕太郎（岩手医科大学　神経精神科学講座）

S5-1	 災害精神医療における行政の役割	 …………………………………………………………………… 70
田上　豊資（高知県中央東福祉保健所）

S5-2	 南海トラフ地震における災害医療対応	 ……………………………………………………………… 71
西山　謹吾（高知大学医学部　災害・救急医療学講座）

S5-3	 広島県におけるDPAT活動	−3回の活動を振り返って−	………………………………………… 72
佐伯真由美（広島県立総合精神保健福祉センター）

S5-4	 南海トラフ地震に備えて	〜高知県の取り組みから〜	……………………………………………… 73
山﨑　正雄（高知県立精神保健福祉センター）

シンポジウム6　「多様化する依存症と精神科救急」 ＋オンデマンド

17：50〜19：50
座長：松本　俊彦（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所　
　　　　　　　　　薬物依存研究部）

S6-1	 最近の精神科医療における薬物乱用の動向	 ………………………………………………………… 76
松本　俊彦（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所　
　　　　　　薬物依存研究部）

S6-2	 ギャンブル障害のアセスメントと診療のコツ	 ……………………………………………………… 77
橋本　　望（地方独立行政法人岡山県精神科医療センター）

S6-3	 精神科救急とアルコール使用障害	 …………………………………………………………………… 78
石田　正之（医療法人須藤会土佐病院　精神科）

S6-4	 多様化する依存症と精神科救急／ゲーム依存について	 …………………………………………… 79
吉田　精次（社会医療法人あいざと会藍里病院）
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災害支援報告会 ＋オンデマンド

20：00〜20：30
長期被災地支援経験から得られた大規模災害における課題	 ……………………………………………… 94
座長：深見　悟郎（千葉県精神科医療センター）
演者：鈴木　　満（認定 NPO 法人心の架け橋いわて）
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第2日目 WEB発表　10月10日（土）　第2会場

モーニングセミナー2
9：00〜9：50
認知症診療における核医学検査の意義と適応	 ………………………………………………………………107
座長：長濱　道治（島根大学医学部　精神医学講座）
演者：和田　　健（広島市立病院機構広島市立広島市民病院　精神科）
共催：日本メジフィジックス株式会社

シンポジウム4　「緊急時の子どものこころのケア」 ＋オンデマンド

10：00〜12：00
座長：藤枝　幹也（高知大学医学部　小児思春期医学講座）
　　　高橋　秀俊（高知大学医学部　寄附講座児童青年期精神医学）

S4-1	 児童精神科における緊急対応が期待される役割について	 ………………………………………… 64
小松　静香（高知大学医学部　寄附講座児童青年期精神医学）

S4-2	 精神疾患を持つ親への育児支援を通した虐待予防の取り組み：精神科へのニーズについて	 … 65
松下　憲司（高知大学医学部　小児思春期医学講座）

S4-3	 当院の虐待対応チームにおけるソーシャルワーカーの役割	 ……………………………………… 66
岡崎　知裕（高知大学医学部附属病院　地域医療連携室）

S4-4	 児童相談所における緊急時の子どものこころケア	 ………………………………………………… 67
東谷　美奈（高知県中央児童相談所　心理支援部）

指定発言
木下あゆみ（四国こどもとおとなの医療センター 小児アレルギー内科）

ランチョンセミナー6
12：10〜13：10
COVID-19パンデミックと認知症高齢者	……………………………………………………………………101
座長：須藤　康彦（医療法人須藤会土佐病院）
演者：齋藤　正彦（東京都立松沢病院）
共催：エーザイ株式会社
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ランチョンセミナー8
13：20〜14：20
知っておくと絶対トクする！	
「せん妄に対する実践的アプローチ」＆「発達特性の強い入院患者のトリセツ」	…………………………103
座長：谷向　　仁（京都大学大学院医学研究科　人間健康科学系専攻作業療法学講座）
演者：井上真一郎（岡山大学病院　精神科神経科）
共催：東和薬品株式会社

教育研修コース　「精神科臨床における操作的診断の功罪」 ＋オンデマンド

14：30〜16：00
座長：須藤　康彦（医療法人須藤会土佐病院）
　　　堀川　公平（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）

教育研修コース1	 ICD-10への疑問	…………………………………………………………………………… 83
計見　一雄（千葉県精神科医療センター／公徳会佐藤病院）

教育研修コース2	 精神科臨床における操作的診断の功罪：DSM-5を診断する	………………………… 85
村井　俊哉（京都大学大学院医学研究科・医学部　精神医学）

医療政策委員会プロジェクト ＋オンデマンド

16：10〜17：40
受診前相談研修	 ………………………………………………………………………………………………… 88
演者：西村　由紀（特定非営利活動法人メンタルケア協議会）
　　　塚本　哲司（埼玉県立精神医療センター）

PEECコース紹介 ＋オンデマンド

17：50〜18：20
PEEC（Psychiatric	Evaluation	in	Emergency	Care）コースについて	………………………………… 92
演者：橋本　　聡（国立病院機構熊本医療センター　精神科／日本臨床救急医学会　病院前救護に
　　　　　　　　　おける自殺企図者のケア方法を普及させるためのワーキンググループ）

一般演題10　「認知症」
18：30〜19：42

座長：樫林　哲雄（高知大学医学部　神経精神科学講座）

10-1	 認知症を伴わず60歳以降に精神病症状を来した患者において速やかな入院加療を	
要した群についての検討	 ………………………………………………………………………………186
末廣　　聖（大阪大学大学院医学系研究科　精神医学講座）

10-2	 精神科救急病棟における隔離室を使用している認知症患者の実態調査		
〜そこから得られる介入の検討〜	 ……………………………………………………………………187
伊藤　花織（医療法人社団欣助会吉祥寺病院）
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10-3	 カンフォータブル・ケア導入による看護師のBPSDに対する意識の変化	 ………………………188
鳥生　弥生（社会医療法人あいざと会藍里病院）

10-4	 大腿部頸部骨折にて救急搬送され臥床傾向となり認知症を疑われた一例	 ………………………189
坂井麻里子（医療法人友紘会友紘会総合病院　リハビリテーション科／
　　　　　　大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究科）

10-5	 直腸癌の告知後に出現した被毒妄想への非薬物療法		
〜急性期治療での「認知症ちえのわnet」の活用〜	 …………………………………………………190
吉本啓一郎（特定医療法人一条会渡川病院）

10-6	 当院地域型認知症疾患医療センターにおける初診患者の受診調整	 ………………………………191
松本　裕嗣（特定医療法人一条会渡川病院）

一般演題11　「うつ・統合失調症・薬物治療」
19：52〜20：40

座長：藤戸　良輔（医療法人おくら会藤戸病院）

11-1	 精神科救急における非鎮静系抗精神病薬の有効性,安全性の検討		
〜BrexpiprazoleとPaliperidoneの比較〜	…………………………………………………………198
森川　文淑（医療法人社団圭泉会旭川圭泉会病院）

11-2	 患者レジストリ		5年間のデータ蓄積から見える処方傾向	…………………………………………199
鈴木　智規（公益財団法人復康会沼津中央病院）

11-3	 治療抵抗性うつ病に対する反復経頭蓋磁気刺激法（rTMS）が奏功した一例	 ……………………200
藤戸　良輔（医療法人おくら会藤戸病院）

11-4	 自殺対策の相談現場で感じる支援者の課題をもとに構築した支援者向け自殺対策研修会の	
開催と効果評価	 …………………………………………………………………………………………201
西森優実子（NPO 法人メンタルケア協議会）

閉会の辞・次回大会 会長挨拶
20：40〜


